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目 的

舞踊 におけ るジ ェンダーのとらえかた をJudith

Lynne Hannaに も とめ, 彼 女 の論点である<優 越

の ヒエ ラル キー>と 舞踊 のジ ェンダーイ メージの

関係 をあきらか に し, 舞 踊 と女性学の権威であ る

Christy Adairや 社 会学者He1en Thomasの 考 え方

と比較す る。

方法. Judith Lynne Hannaの 以 下 の1か らIIIの著

書 を通 して彼 女の ジ ェンダー論 形成 の経 路 を探

り, ハ ンナの作成 した ジ ェンダーのイメージモデ

リングか らみ る舞 踊 の特 質 につ い て触 れ る。

Christy AdairとHelen Thomasに つ いて はIVとV

の文献 をお もに とりあげた。

I. To Dance is Human: A Theory of Nonver-

bal Communication. Austin: University of Texas 

Press (1979, 1987), II. The Performer-Audience 

Connection: Emotion to Metaphor in Dance and 

Society. Austin: University of Texas Press 

(1983), Id. Dance, Sex and Gender: Sign of 
Identity, Dominance, Def finance, and Desire. 

University of Chicago Press (1988)

考 察

 ハ ンナは ミシガ ン州 立大 学 で政治 学(politica1

science)を 専 攻 し, マ ス ター号 を取得, コ ロンビ

ア大学 で人類学 を専攻 し, マ スター号 と ドクター

号 を取得 した。1962年 か ら1963年 に かけて アフ リ

カのナイジ ェリアでフ ィール ドワークを行 ってい

る。彼女 の考 え方 は舞踊 の動 きが社会文化的な コ

ンテ クス ト(背 景)の なか で コミニ ュケーシ ョン

の媒体 となる とい うもので, 環 境への適応パ ター

ンとして舞 踊 を と らえて いる。 これ ら コ ミニ ュ

ケーシ ョンシステムのなか で文献1で は認知的 レ

ベルでの性(sex)と ジ ェンダーに言及 している。

また, 舞 踊家 の側 の視点 にたつ定義を次 のよ うに

している。 「舞踊 とは, 目的のある(purposefu1), 

意 図 的で(intentiona11y), リズ ミカルで, 文 化 的

にパター ン化 され た連 続(sequences)の, ノ ン

バーバルな身体 の動 き(movements)で, 非 日常

的な運動活動(motor activities)に よ る, 固 有 の

美的価値 を もつ動作(motion)を い う。」(1, p. 

19)。 この立場を継承 しなが ら文献IIに おいては, 

舞 踊家 の意 図 と観客 の情動反応 を コンサ ー ト会場

で しらべ, モ ダ ンダ ソスや ポス トモダ ンダ ンス及

び アジアの劇 場舞 踊 にお け るセ ク シ ァ リテ ィと

ジェンダーに触れ ている。文献IIIに お いては, そ

の副題-ア イデンテ ィテ ィ, 優越, 反 抗 と願望 の

記号-に 表 され ている ように, 記 号 としての舞踊

の とらえかたは一層すすむ。 ここにおいては, 人

が環境 に適応す るメカニズ ムのひ とつに 自然淘汰

をあげ, 舞 踊 が人 間の性的魅力を提示する ことに

よって性 に関す るイマジネーシ ョンや行為 に刺激

をあたえ, 男 女の出会 いに資す るための情報 をあ

たえ ることを述べ る とともに, 人 間が環境に適応

す るも うひ とつ の手段 として コミュニケー シ ョン

をあげ, そ こでは舞踊が個人や集団の共有する意

味を推測 し, 第 三者 に意 図的に メ ッセ ージを送 る

文化 的 コ ミュニケーシ ョンシステムを担 うもの と

してい る。

舞踊の性 的イメージ: モデ リング

 舞踊 では性 とジ ェンダ ーの関 係は どの よ うに

な ってい るのだろ うか, なぜ ジ ェンダーに焦点を

あて るのかについて, まず ジ ェンダーとは 「性が

生物学的現象に関係 している一方 で, <性 の役割〉

とか<ジ ェンダー>は 文化的, 心 理学的, 社 会的

関連つ ま り規則, 期 待, 特 定 の社会 内での男 と女

としてふ さわ しい行動 を意味す る。」(III, p. 7)

と しなが ら, 人 間が成長す る過程 で 「すでに用意

された台本」 としての社会的役割を割 り与え られ

るのであ ると述 べる。舞踊が どのよ うに性や ジェ

ンダーの概念(concepts)を 伝 えるのか と問いか

けなが ら, モ デルになる6つ の要因を示す。

 これは, 人 は観察 したモデル の態度, 行 動, 情

動 を再生す る傾 向があ り, これ は認知的にた くわ

え られた り使 われ た り, 活 性化 され るまで潜在意

識のなかに保存 され る とい うAlbert Banduraに よ

る社 会学 習理論 に沿 ったものである。他の社会的

行動に くらべ舞踊 がなぜ ジ ェンダーモデルの潜 在

的なかたちを もつ のか とい う考 え方が基底にあ る。

1. 魅 惑 的で, う っ と りさせ る(captivating)社

会 や文化 に抑制 され ている本能的な性衝動が 自由

なイマ ジネー シ ョンのなか で再生 され る。

2. 言語 の ように Language1ike ノ ンバ ーバル

な言語 としてのダ ンスは どの形式 も語彙, 文 法, 

意 味 を もつ。意味伝達のための象徴 的方策(sym-

bo1ic device)を あ みだ し舞踊 のか くれた意味を解

明す ることを提案 している。

3. 開 か れ終結す る(open-ended)観 客 が発見 し

た り, 創 造す る意味 につ いて触れてい る。観客は

自身のなかに対象 としてのパ フ ォーマーを捕え, 

力 を得 る。演技者 としての ヒー ローは受け身の観

客をか きまわす サデ ィス トであ り, 観 客の炎の よ

うにのびて くる腕 のなか で犠牲 にな る。

4. 複 合 感覚的(mu1tisensory)ジ ェ ンダ ーを 維

持 させた り変化 させた りす る ことを舞踊はあ らゆ

る感覚を動員 し, 魅 了的に可能 にす る。
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5. 説得 力のある(persuasive)舞 踊 の隠 喩的 イ

メージが実生活 を批評的 にみ る 目をや しない, 人

間の活動をい きいきさせ る力を もつ。

6. 受 け 入れ易い(accesib1e)ア メ リカの情報網

に しめる量 の多 さか ら, ダ ンスにおけ る女性の審

美的な身体 が西洋 の文化的 イマジネ ーシ ョンづ く

りに重要 な役割 をはた していると見てい る。

 これ らの要 因は舞踊 に よる身体言語が言語に よ

るコ ミニ ュケーシ ョンより人 々に じかに衝撃をあ

たえ るとい う結論 に導かれ る。

 以上 の論点 を基盤 に しなが ら"Dance, Sex and

Gender"の な かでハ ンナが 言及 して い るのは, 

個 々の研究領域 をこえた ところにあ る(1)パフ ォー

マ ンス形 式 の動 きの なか で, <優 越 の ヒエ ラル

キー>は どの ように変化 して きたか。 これ らを上

位概念 として(2)<プロ フ ェッシ ョナルな 舞踊 製

作〉 におけ る製作者 と振付家お よび ダンサー との

関係(3)ダン サーに よって表わ され る筋肉運 動的一

視 覚 的 モデル と観 客 の 反 応 の なか に み られ る

<ジ ェンダーイメージ>と の関係であ る。

西洋の劇場舞踊 にお け る優 越 の型(Patterns of

Dominance)

「西 洋 の高 い文化 と しての劇場舞踊で, な ぜ女性

とゲイの男性が優位を しめ るのだ ろ うか, バ レエ

のあ とに発展 した比較的バ ランスの とれた舞踊の

ジャンルのなか でも著名 な振 り付け師や支配人は

いず れ も男性 であ り女性 はダンサ ー(労 働者)な

のであ る。」(III, p. 120)と 述 べ なが ら, ハ ンナは

アメ リカにおいては女性や ゲイな どの偏見のなか

で非難 され てきたひ とび とは存在の転喩や隠喩 と

しての舞踊 にはけ 口をも とめた と してモデ リング

の5を 検証す る。一方 では, 男性優位にたいす る

女性の挑戦 が バ レエ にた いす るモ ダ ンダ ンスや

ニューダンスを生み出 した ことにつなが るとも述

べ る。 フェ ミニズ ム及 び文 化研 究 の権威 で あ る

Christy Adairは 文 献IVの なか でお もに女性 の地位

と社会の発展 との関係 で舞 踊制 作 の分析 を お こ

な ってい るが, そ の 中で, 思 考(ideas)と 経 済

(economics)が 舞 踊 の制作におい て社会 の力関

係の影響を受け ることを指摘 し, この点 で常に女

性は不利であ ることを強調す る。 ダ ンスイメージ

を 〈創造〉す るとい うよ りはむ しろ<解 釈>す る

とい う女性 の思考 の立 場 の裏表 を舞 踊 の テ クス

チ ャーのなかで討論 し, 将 来 は もっと女性が振付

師やデ ィレクターとしてのパ ワーを備 えるべ きで

あると主張す る。-石 黒担 当一

検 討

 彼 女 のジ ェンダー論は, モ デ リングの5に ある

ような実生活を批評的にみる 目をや しない, 人 間

の活動 をいきい きさせ る力を もつ舞踊 の隠喩的イ

メージを重視 してい る。彼 女の述べ る<優 越の ヒ

エ ラルキー>がAdairとThomasに お いて どのよ う

な捕 え方 がなされてい るかについて以下 の点か ら

更に検討 した。

1. バ レエ史にみ られ る凝視(gaze)と デ ィスプ

レイ(disp1ay)の 観 点 から男性 と女性の<優 勢の

ヒエラル キー>に ついて検討 した。 ヨー ロッパの

宮廷生活 に由来す るバ レエは, ギ リシ ャ, ローマ

時代 の古代彫刻にみ られ る理想的な身体 に魅了 さ

れ ていたため, バ レエには この美 の継承 がみ られ

る。つ ま り, この よ うな身体 を創造 し, デ ィスプ

レイす ることに起源を もつ といえる。 ここに男性

が凝視 し, 女 性が見 られ るとい う図式が確立 した

(16-18世 紀)。 その後 男性が創造 し, 女 性が解釈

す る(19世 紀)時 代 をへ て, テ レー ズ ・エル ス

ラーの 『鳥籠』-1838-, ブ ロニス ラヴ ァ ・ニジ

ンスカの 『結婚』ー1923-に は見 られ る存在か ら

自ら見 る存在に変わ って行 った女性像 の変遷を見

る ことが できる。-山 田奈緒担 当-

2. フ ラ ンス の ヌーベル ダ ンスに おけ る男 女 の

〈優越 の ヒエラル キー>に ついて, ハ ンナのジ ェ

ンダーの コー ド法を用いて分析 した。対象 とした

VTRは フ ランスの コレオグラファー, マ イケル

・ア ン ・ドゥ ・メイの 『Facea Face』-1986-

で, 独 断的(assertive)と 受動 的(passive)と い

うコー ドを用 いて時間にそ って分析 し, ヌーベル

ダ ンスにおける男女 のかかわ りかたが支え, 支 え

られる とい う古典 の形式 とは異な って来ている こ

とを報告 した。-畦 山恵理 子担 当-
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